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祝世界初！ 
日米の広帯域観測システム同士で 

大陸間VLBIに成功！！ 

  NICTはVLBI高精度周波数比較を実現するため、
超広帯域VLBIプロジェクトGala-V（ガラ
ヴィー）を推進している。 

２０１５年１月２０日、日米のそれぞれの開発
した広帯域観測システムを使ったVLBI実験が実
施された。米国MITヘイスタック観測所の
Westfordアンテナ（右上）、NASA/ゴダード宇
宙飛行センターのGGAOアンテナ（右下）と
NICT鹿島３４mアンテナが参加し、データは高
速ネットワーク(JGN-X,APAN等)を使って相互
に交換して、日米双方の処理でそれぞれフリン
ジを確認した。通常の円偏波のVLBIとは異なり、
広帯域の受信機は日米とも直線偏波である。大
陸間基線では偏波の位置角が大きく異なため、
偏波の組み合わせがV-V、V-Hそれぞれについて
フリンジが検出される。国際VLBIサービス
(IVS)の推進する次世代の広帯域VLBIシステム
(VGOS)では、直線偏波すべての組み合わせの相
関処理が想定されており、広帯域のストークス
パラメータが定常的にモニタされれば、電波天
文学的にも大変興味深い。（KT記）    

上図は周波数領域。赤線が位相、 

青線が振幅である。位相がすべての 

帯域において接続されている。 

 

下図は周波数図を変換した 

時間領域。 

6GHzから14GHzの周波数帯域を 

位相を滑らかに合成することで、 

超時間分解能をもつ、 

超バンド幅合成に成功した。 
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ヘイスタック観測所の相関処理結果。 

日本側でもフリンジを確認している 
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